
農地利用最適化推進委員募集状況（令和８年２月20日時点）
○団体の推薦を受けた者

ＮＯ 氏名 地区 職業 年齢 性別 経  歴
農業経営
の状況

認定
農業者

推薦団体又は個人 推薦団体
農業委員
への応募

1 金田
カネダ

  正
タダシ

祖母井 農業 60 男
・令和5年7月20日～
芳賀町農地利用最適化推進委員

梨
194a

〇
祖母井地区は専業農家が少ない中
で農業経営をしており、識見を有
しているため。

祖母井
自治会

なし

2 佐藤
サトウ

 一
カズ

典
ノリ

稲毛田 農業 56 男
・令和5年7月20日～
芳賀町農地利用最適化推進委員

梨
水稲
425a

農地等の利用の最適化推進に熱意
と識見を有しているため。

稲毛田
自治会

なし

3 岩
イワ

﨑
サキ

  進
ススム

上延生 農業 54 男
・令和2年7月20日～
芳賀町農地利用最適化推進委員

水稲
3,846a

〇
農地等の利用の最適化推進に熱意
と識見を有している者であるた
め。

上延生
自治会

なし

4 豊田
トヨダ

 宰子
サイコ

下延生 農業 55 女

水稲
麦
大豆
2,738a

〇
農地等の利用の最適化推進に熱意
と識見を有している者であるた
め。

下延生
自治会

なし

5 直井
ナオイ

 純一
ジュンイチ

与能 農業 73 男
・令和5年7月20日～
芳賀町農地利用最適化推進委員

水稲
タマネギ
ナス
216a

〇
農地等の利用の最適化推進に熱意
と見識を有しており人望があるた
め。

与能
自治会

なし

6 酒井
サカイ

 紀之
ノリユキ

下高根沢 農業 64 男
・令和5年7月20日～
芳賀町農地利用最適化推進委員

水稲
レタス
1,995a

〇
農地、農業に関する識見を有して
いるため。

下高根沢
自治会

なし

7 人見
ヒトミ

 幸恵
ユキエ

下高根沢 農業 52 女
苺
水稲
365a

農地等の利用の最適化推進に熱意
と見識を有しており人望があるた
め。

下高根沢
自治会

なし



農地利用最適化推進委員募集状況（令和８年２月20日時点）
○団体の推薦を受けた者

ＮＯ 氏名 地区 職業 年齢 性別 経  歴
農業経営
の状況

認定
農業者

推薦団体又は個人 推薦団体
農業委員
への応募

8 黒﨑
クロサキ

 文
フミ

雄
オ

芳志戸 農業 55 男
・平成29年7月20日～
芳賀町農地利用最適化推進委員

水稲
4,740a

〇
農地等の利用の最適化推進に熱意
と識見を有している者であるた
め。

芳志戸
自治会

なし

9 若狭
ワカサ

 康
ヤスシ

伴
トモ

八ツ木 農業 66 男
水稲
493a

○
農地等の利用の最適化推進に熱意
と識見を有している者であるた
め。

八ツ木
自治会

なし

10 鈴木
スズキ

 省一
ショウイチ

上給 農業 68 男
・令和2年7月20日～
芳賀町農地利用最適化推進委員

水稲
その他
150a

農地等の利用の最適化推進に熱意
と識見を有している者であるた
め。

上給
自治会

なし

11 菊地
キクチ

 方
マサ

敏
トシ

東水沼 農業 67 男
・令和5年7月20日～
芳賀町農地利用最適化推進委員

水稲
梨
231a

農地等の利用の最適化推進に熱意
と識見を有している者であるた
め。

東水沼
自治会

なし

12 荒井
アライ

 昭
アキ

雄
オ

東高橋 農業 73 男
・令和2年7月20日～
芳賀町農地利用最適化推進委員

水稲
295a

農地等の利用の最適化推進に熱意
と識見を有しているため。

東高橋
自治会

なし

13 阿久津
ア ク ツ

 正好
マサヨシ 西高橋

打越新田
農業 69 男

・令和5年7月20日～
芳賀町農地利用最適化推進委員

水稲
373a

〇
農地等の利用の最適化推進に熱意
と識見を有している者であるた
め。

西高橋
自治会

なし



農地利用最適化推進委員募集状況（令和８年２月20日時点）
○一般応募者

ＮＯ 氏名 地区 職業 年齢 性別 経  歴
農業経営の
状況

認定農
業者

農業委員
への応募

1 小玉
コダマ

 恒夫
ツネオ

祖母井 無職 73 男

・昭和46年４月～平成25年11月
(株)ニップンロジス勤務
・平成25年12月～令和2年4月
JAなすのサービス(株)代表取締役
・令和2年5月～令和5年2月
全農栃木県本部生産資材部経営指
導員
・令和6年4月～現在
赤坂公民館長、行政区長、JAはが
野総代、芳賀町北部土地改良区第2
区委員、栃木県農業共済組合、共
済部長、総代・芳賀町再生協議会
委員

水稲
80a

あり

応募理由

今まで兼業農家で一般企業、JA那須野、全農
栃木で就労する中で大規模農家から小規模農
家まで多くの農家から貴重な意見等も拝聴す
る機会が多かった経験を現在の食糧需給の重
要性が再認識されている昨今に是非生かした
く応募に至りました。現在農業関係のJA、農
業共済組合、土地改良区、再生協議会等の総
代及び委員を務めながら公民館長、行政区長
と文字通り地域と行政のパイプ役としての存
在にやりがいを感じており、地域推薦ではあ
りませんが地域の代表として応募させていた
だきました。


